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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成25年1月24日(2013.1.24)

【公開番号】特開2010-177187(P2010-177187A)
【公開日】平成22年8月12日(2010.8.12)
【年通号数】公開・登録公報2010-032
【出願番号】特願2009-274262(P2009-274262)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/88     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/48     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/86     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ  13/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｍ   8/12    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   4/88    　　　Ｔ
   Ｃ０４Ｂ  35/48    　　　Ｂ
   Ｃ０４Ｂ  35/00    　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｍ   4/86    　　　Ｔ
   Ｃ２５Ｂ   1/04    　　　　
   Ｃ２５Ｂ  13/04    ３０１　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月30日(2012.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　従来の複合酸素電極は、ランタン－ストロンチウム－マンガナイト（ＬＳＭ）のような
電子誘導材料、及びイットリア安定化ジルコニア（ＹＳＺ）のような酸素イオン誘導材料
を用いて製造される。これら酸素電極は、ＹＳＺのような酸素イオン誘導固体酸化物から
製造された密な電解質の表面上に堆積される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
（１）　ＡＳ層：懸濁液は、４５体積％イットリア安定化ジルコニア（ＹＳＺ）及び５５
体積％ＮｉＯ粉末を含んでいた。未焼結のテープ成形層の厚さは、４００μｍの範囲内で
あった。焼結及び還元後のこの層の多孔度は３０％の範囲内であった。
（２）　Ａ層：Ａ層のスラリーは、４０体積％ＹＳＺ及び約６０体積％ＮｉＯ粉末を含ん
でいた。噴霧及び焼結後のＡ－層の厚さは約１０μｍであった。焼結及び還元後のこの層
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の多孔度は約２５％であった。


	header
	written-amendment

